
「上原通りの住宅」の矩計図

2.8mの張り出しを可能にするために、420㎜角の柱
には長短の方杖が直交する形で付けられた。方杖の角
度はいずれも45度。２層分を一度で打設した柱は、
垂直の幹から太い枝が伸びた様相を呈する。２階の幹
と枝が交錯する高さ2.5mの部分が住まいの空間。
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